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第五十四回　体育祭
（療育センターにて）
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星
間
閣
国
国

「
崖
崖
十
四
同
価
宙
祭
山
間
催

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
の
「
第
五
十
四
回
体
育
祭
」

が
6
月
2
日
（
日
）
療
育
セ
ン

タ
ー
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
気
持
ち
の

良
い
晴
天
と
な
り
、
会
員
、

家
族
計
1
7
6
名
が
参
加
し

定
刻
の
1
0
時
に
開
会
さ
れ
ま

した。小
嶋
体
育
委
員
長
の
開
会

の
言
葉
の
後
、
高
山
会
長
に

よ
る
主
催
者
挨
拶
に
続
き
、

ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

千
葉
市
障
害
者
自
立
支
援
課

課
長
、
鈴
木
清
由
様
。
千
葉

市
身
体
障
害
者
連
合
会
副
会

長
、
大
石
千
恵
様
。
千
葉
市

療
育
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の

家
所
長
、
佐
藤
道
雄
様
。
美

浜
区
民
生
委
員
、
平
山
服
子

様
、
津
島
紀
美
子
様
、
馬
越

照
美
様
。
を
お
迎
え
し
、
お
祝

い
の
言
葉
と
暖
か
い
励
ま
し

を
頂
き
ま
し
た
。

体
育
委
員
長
に
よ
る
競
技

場
の
注
意
が
あ
り
、
準
備
体

操
で
体
を
ほ
ぐ
し
、
競
技
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。

お
尻
で
風
船
を
割
る
「
け

つ
あ
っ
測
定
」
、
一
定
の
距

離
か
ら
輪
を
投
げ
杭
に
引

っ
か
け
る
「
輪
投
げ
」
、
り
ん

ご
を
板
の
上
に
乗
せ
転
が
さ

ず
運
ぶ
「
り
ん
ご
引
き
」
、
マ

ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
の
つ
い
た
ピ

ン
ポ
ン
玉
を
得
点
の
表
示
さ

れ
た
板
に
向
か
っ
て
投
げ
る

「
ピ
ン
ポ
ン
ダ
ー
ツ
」
と
続

き
、
昼
食
後
は
「
太
公
望
」
「
ス

プ
ー
ン
競
技
」
「
パ
ン
喰
い
競

争
」
　
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
」

等
の
競
技
が
行
わ
れ
、
9
種

目
目
、
今
回
3
回
目
の
実
施

競
技
と
な
る
「
玉
入
れ
」
で
は

赤
、
黄
、
緑
の
三
チ
ー
ム
に

分
か
れ
参
加
者
は
去
年
同
様

夢
中
で
寵
に
ボ
ー
ル
を
投
げ

込
ん
で
い
ま
し
た
。
閉
会
式

後
に
恒
例
の
お
楽
し
み
レ
ー

ス
が
開
催
さ
れ
　
い
ず
れ
の

競
技
も
参
加
者
全
員
、
時
間

が
経
つ
の
も
忘
れ
、
競
争
に

熱
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
県
立
幕
張
総
合
高

等
学
校
よ
り
平
山
丈
裕
先
生
、

相
優
奈
さ
ん
、
笠
川
純
子
さ

ん
、
酒
井
萌
依
さ
ん
、
柴
田

ひ
と
み
さ
ん
、
白
井
遥
香
さ

ん
、
淵
上
千
穂
さ
ん
。
県
立

千
葉
西
高
等
学
校
よ
り
渡
辺

楽
先
生
、
幡
野
裕
里
加
さ
ん
、

深
瀬
凛
さ
ん
、
合
計
1
0
名

の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

来
年
以
降
も
引
き
続
き
、

ご
協
力
頂
き
ま
す
様
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
参
加
い
た
だ
い
た

皆
様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
　
（
体
育
委
員
会
）
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令
和
一
華
麿

「
第
一
回
評
聾
曇
」
開
催
さ
れ
る

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
の

令
和
元
年
度
、
事
業
計
画
、
予
算

を
決
定
す
る
「
評
議
員
会
」
が
去
る

5
月
1
8
日
（
土
）
午
前
9
時
5
0
分
か

ら
、
千
葉
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ

2
F
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
A

l
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
選
出
ま
で
の
司
会
を
飛
嶋

理
事
が
担
当
、
小
嶋
副
会
長
の
「
開

会
の
こ
と
ば
」
に
引
き
続
き
高
山

会
長
よ
り
出
席
者
の
各
役
員
に
一

年
間
の
苦
労
に
対
し
て
感
謝
の
言

葉
と
、
今
後
も
福
祉
会
の
発
展
の

為
、
役
員
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
が

要
請
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
長
に
砂
原
理
事

司
会
よ
り
、
評
議
員
総
会
の
「
議

長
選
出
」
の
提
案
が
あ
り
、
満
場

一
致
で
「
砂
原
氏
」
を
議
長
に
選
出

し
ま
し
た
。
「
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
重
要
な
議
題
を
慎
重
に

審
議
し
て
頂
き
た
い
」
と
の
挨
拶

に
引
き
続
き
審
議
に
入
る
。

砂
原
議
長
よ
り
、
役
員
「
4
1
名

中
、
出
席
3
1
名
、
委
任
状
1
0
名
で

評
議
員
会
の
成
立
が
報
告
さ
れ
ま

した。
◆
事
業
報
告
・
事
業
計
画

高
山
会
長
よ
り
、
「
平
成
三
十

年
度
の
事
業
報
告
」
が
資
料
に
基

づ
き
説
明
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
引
き
続
き
「
平
成
三
十

一
年
度
の
事
業
計
画
案
」
も
同
様

に
提
案
、
説
明
さ
れ
た
。

今
後
も
役
員
が
一
致
協
力
し
て

い
く
事
を
確
認
、
提
案
通
り
可
決
、

成
立
致
し
ま
し
た
。

◆
会
計
報
告
・
予
算
案
承
認

小
倉
財
務
委
員
長
よ
り
平
成
三

十
年
度
の
事
業
に
対
す
る
「
一
般

会
計
の
収
支
報
告
」
が
、
項
目
毎

に
詳
し
く
説
明
さ
れ
た
。

「
平
成
三
十
一
年
度
の
予
算
案
」

に
つ
い
て
も
同
様
に
説
明
。

い
ず
れ
も
提
案
通
り
に
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

◆
会
計
・
監
査
報
告

十
川
監
事
に
よ
る
監
査
報
告
が

さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

した。
◆
年
会
費
変
わ
ら
ず

「
今
年
も
千
円
」

小
倉
財
務
委
員
長
よ
り
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
大
幅
な
収
入
減
、

寄
付
金
の
減
少
と
厳
し
い
中
、
各

委
員
長
の
頑
張
り
で
今
年
も
「
一

世
帯
千
円
」
の
提
案
が
あ
り
協
議
、

提
案
通
り
に
決
定
し
ま
し
た
。

地
区
役
員
が
近
日
中
に
集
金
に

伺
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◆
役
員
の
変
更

評
議
員
会
に
お
い
て
役
員
の
改

選
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

平
本
広
志
様
、
副
会
長
就
任
な

ら
び
に
総
轄
委
員
長
就
任
（
中
央

区
）
、
松
本
弘
美
様
、
評
議
員
を

退
任
（
逝
去
）

◆
千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

担
当
役
員
名
簿
（
敬
称
略
）

会
　
長
（
総
務
責
長
兼
任
二
同
山
　
功
一

副
会
長
〈
筈
葺
長
兼
任
〉
小
嶋
　
勇
明

副
会
長
（
財
務
蚕
室
兼
任
〉
小
倉
　
春
夫

副
会
長
（
総
彗
星
兼
任
〉
平
本

組
織
委
員
長

旅
行
委
員
長

広
報
委
員
長

結
婚
相
談
員

監
　
　
　
査

片
岡

砂
原

飛
鴨

宮
武

中
村

十
川

広
志

山
訓

時
男

信
行

陽
子徹

政
枝

（
広
報
委
員
会
）

第
一
千
五
回
「
千
葉
市
障
害
者
作
品
展
」
開
催
告
知

今
年
度
も
二
十
五
回
目
と
な
る
千
葉
市
障
害

者
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

出
品
さ
れ
る
予
定
の
方
は
出
品
票
を
8
月
2
3

日
（
金
）
ま
で
に
千
葉
市
身
体
障
害
者
連
合
会
に

提
出
お
願
い
し
ま
す
。

・
開
催
期
間
‥
令
和
元
年
1
0
月
2
㈱
～
4
日
繊

・
出
品
対
象
者
‥
千
葉
市
在
住
で
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
い
ず
れ
か
を
所
持
し
、
そ
の
作
品
制

作
を
職
業
と
し
な
い
者

・
出
品
内
容
‥
書
道
・
絵
画
・
写
真
・
彫
刻
・
和
裁
・

洋
裁
・
編
物
・
刺
繍
・
陶
芸
・
手
工
芸

千
葉
市
身
体
障
害
者
連
合
会

T
e
l
‥
2
0
9
－
3
2
8
1
　
F
A
X
‥
2
0
9
－
3
2
8
2

（
体
育
委
員
会
）

第
七
十
六
回
「
ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
開
催
告
知

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
の
「
第
七
十
六

回
ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
は
令
和
元
年

9
月
2
3
日
㈲
鎌
取
駅
前
の
イ
オ
ン
五
階
ラ
ク

ゾ
ー
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

集
合
時
間
は
9
時
5
0
分
で
す
。

ゲ
ー
ム
参
加
費
は
一
人
5
0
0
円
、
貸
靴
は

3
7
0
円
と
な
り
ま
す
。

貸
靴
希
望
の
方
は
、
一
緒
に
靴
の
サ
イ
ズ
も

申
告
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
締
切
は
9
月
1
0
日
㈹
ま
で
、
地
区

役
員
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

大
勢
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
体
育
委
員
会
）
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1・5円玉募金についてのお詫びとお知らせ
本誌、4面に掲載させて頂いている「1．5円玉募金」の募金者のお名前が前号にて掲載されていないとのご指摘があり

ました9＿原因は、募金とりまとめ係と、広報委員との連絡の行き違いで掲載されていないことが判明しました。
前が前号にて掲載されていないとのご指摘があり
＼で掲載されていないことが判明しました。

また今後同様のトラブルが発生しないよう、連絡
に間に合う時期ですが、本誌発行月の前月（偶数月）
頂きます。偶数月の20日過ぎに募金された方は

（広報委員会ならびに財務委員会）

この場を借りて、掲載されていない方々にお詫び申し上げます
を密にしていきますので、ご了承お願し：します。裏金に
20日＿までに募金とりまとめ係に収めて頂いた方のお名
申し訳ありませんが、次次号の掲載とさせてし‾、ただきま

障害者福祉センター「サマーフェスティバル」開催
本年も「サマーフェスティバル」をハーモニープラザで開催いたします。
「見る」ではハーモニーシアター（名探偵コナン防犯ガイド）、ハーモニーステージ他。「買う」ではあめ細工実演販売、

古本大販売会他。「体験する」ではザリガニつり、おめんをつくろう、パラスポーツ交流会、スタンプラリー等。「食べる」
ではキッチンカー販売、焼きそば、からあげフランクフルト、かき氷、手作りパンの販売等を実施いたしまもみなさ
まのお越しを心よりお待ち致します

・日時＝七月二十二日（日）十時一十五時
・問合せ先＝千葉市障害者福祉センターTel：043－209－8779URL：http／／www．Ch叩「，jp／index

重
度
肢
体
障
害
者

日
帰
り
慰
安
旅
行

在
宅
の
重
度
肢
体
障

害
者
（
一
・
二
級
）
を
対

象
に
し
た
今
年
度
の

「
日
帰
り
慰
安
旅
行
」
は

9
月
日
日
㈱
東
京
都

港
区
の
「
東
京
タ
ワ
ー

（
旧
日
本
電
波
塔
）
」
に

決
定
し
ま
し
た
。
東
京

タ
ワ
ー
は
高
さ
3
3
3

メ
ー
ト
ル
を
ほ
こ
り
1

9
5
8
年
に
完
成
し
た
、

現
在
で
は
日
本
で
2
番

目
に
高
い
建
造
物
で
す
。

食
事
は
東
京
タ
ワ
ー

内
で
の
豪
華
な
お
弁
当

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
た
い
よ
う
号
」
の
出

発
時
間
は
、
市
役
所
9

時
1
5
分
発
。
市
役
所
帰

着
は
1
6
時
の
予
定
で
す
。

申
し
込
み
は
7
月
2
5

日
㈱
迄
に
、
理
事
単
位

で
砂
原
旅
行
委
員
長
へ
。

申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
7
月
3
1
日
㈱
の
総

務
委
員
会
で
決
定
し
ま

す。
参
加
者
は
障
害
者
手

帳
持
参
の
上
参
加
お
願

い
し
ま
す
。（

旅
行
委
員
長
）

「
干
葉
市
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
開
催
さ
れ
る

茨
城
県
で
同
月
に
開
催
さ

れ
る
「
第
1
9
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
の
千
葉
市
の
代

表
を
選
考
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
が
5
月
1
2
日
㈲
青
葉
の
森

陸
上
競
技
場
を
メ
イ
ン
会
場

と
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
競
鼓
は
5
月
1
5
日
㈱
実
施
）

こ
の
大
会
は
第
2
8
回
千
葉

市
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
と
第
2
6
回
千
葉
市
ゆ
う
あ

い
ピ
ッ
ク
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
、
体
力
の
維
持
、

増
進
を
図
る
と
共
に
、
市
民

の
身
体
障
害
者
に
対
す
る
関

心
と
「
深
い
理
解
」
を
高
め
る

事
を
目
的
と
し

ま
し
た
。
当
会

て
開
催
さ
れ

か
ら
は
1
6
名

が
参
加
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技

に
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
て
真
剣
に
競
技
し
、
無

事
終
了
し
ま
し
た
。
当
会
の

参
加
者
の
メ
ダ
ル
獲
得
数
は
、

金
1
7
個
、
銀
4
個
、
銅
1
個

で
し
た
。
大
会
当
日
は
早
朝

よ
り
こ
の
大
会
の
為
に
従
事

さ
れ
、
ご
指
導
下
さ
い
ま
し

た
大
会
関
係
者
の
皆
様
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
感
謝

し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
体
育
委
員
会
）

第
五
十
四
回
体
育
祭
ギ
ャ
ラ
リ
「

て

。載せ
掲
さ

の
載

て
掲

し
を

関
前
す



1992年4月17日　第三種郵便物認可（毎月3回7の日発行）
2019年6月21日発行　SSKR増刊通巻第8705号

千葉身障　　　　　　　　　　第264号（4）

一新入会員のお知らせ～　　　　　　　　☆皆様仲良くしてね☆ 

氏　名　　　　　　　　住　　　　　　　　　所　　　　　　　　電話番号 
斎藤まり子　千葉市中央区赤井町499－4　　　　　　　　　　　　　043－356－3012 

石川　郁子　千葉市緑区平jII町273－3　　　　　　　　　　　　　　080－1244－5503 

工藤　眞琴　千葉市美浜区高浜1－2－8　　　　　　　　　　　　　　090－8312－7184 

福祉会は発足六十八周年を迎えました。更に発展するように、会員募集中です。 
知り合いの方や、お近くで身体障害者手帳をお持ちの方を地区役員に紹介ください。（組織委員会） 
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